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県では8箇 所から150点を得た。それ らの中から26種が同定 され、その うちの9種 は石
川県から初めて確認 されたもので、1新 種が含まれていた。 これまでの文献データにこの
結果を加えると石川県の前期中新世か らは針葉樹5種 、広葉樹41種、合計46種が知 られ
ていることになる。
島根県では,3箇 所から得 られた17点 を調べた。その結果、それらの試料から8種 が
同定され、その うち島根県で初めて確認 されたのは6種 で、3新種が含まれていた。文献














一方、上部挟炭層 か らはカバ ノキ科やカエデ科は産 出せず、 トウヒ属やスギ科の
蹠 α加10η属などの針葉樹 と共にツバキ属、イスノキ属、チャンチン属など、常緑樹 も
まじえた様々な暖温帯性の樹木類の木材化石が主に産出 している。これは下部挟炭層 とは
かな り異な り、冷温帯性の樹種は少 しはあるものの、その大部分は暖温帯の樹種で成 り立
てお り、温暖な植物相である台島型植物群に近いものと考えられる。

















存在は、東海が形成 される以前または直後の韓国の植生は、日本 と非常に似通 う海洋型植
生であったのが、東海の形成以後、大陸型に変遷 していったことを示していると考えられ
る。 この変遷iは日本列島で比較的乾燥 している西南 日本にも大陸型のナツツバキ属が分布
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前に始 まった とされ る 日本海の形成時期には,両 地域 とも同 じ植物相(フ ロラ)で あったもの
が,そ の後の両地域の分断を経て異なって行 く過程を明らかにしたものである.
韓国ではこれ まで前期中新世の木材化石は,そ の産出がまれなことか ら全 く研究 されて来なか
った.本 論文では,近 年明らかになった慶尚北道の 日本海に面する浦項(Pohang)地域の化石包含
層(下 部夾炭層お よび上部夾炭層)か ら76点 の木材化石を採集 ・蒐集 して薄片にし,観察同定 し
た.そ の結果,9新 種を含む21の 樹種を同定した.これに本論文提出者の以前の成果を加えると
合計で針葉樹4種 、広葉樹25種の木材化石フロラが明らか となった.
日本列島は 日本海の形成により韓半島か ら分離 したことが知られていることか ら,この浦項地
域 と日本海を挟んで対峙 し,しかも同 じ時期の木材化石 を多産する地点として,石 川県 と島根県
を選び,両 地域か ら報告 されている木材化石デー タを整理すると共に,新 たな試料167点を観察
同定 した,そ の結果,石 川県では針葉樹』5種、広葉樹41種、合計46種(新 種1種,新 産9種 を
含む),島根県では針葉樹1種 、広葉樹'22種(新種3種,新 産6種 を含む)の 種類組成を明らか
に した.
これ らの結果に加 え,葉 な どの大型植物化石の文献資料 も参照 して,前 期中新世から中期中新
世への植物相の変化を時間軸に沿って詳細に検討 した.そ の結果,日 本海の形成が始まった前期
中新世の始めには 日韓両地域 とも冷温帯性一温帯性 の阿仁合型に対比 される植物相で共通 してお
り,日本海の形成が進むのに伴い温暖な要素が増加 して台島型の組成へと変化 し,ま た,植 生型
も韓国では大陸型へ,日 本では海洋型へ と変化 していって今 日の対照的な植生型が見 られるよ う
になったことを示 した,
本論文では提出者が韓国および 日本の化石産地でフィール ドワークを確実にこな し,基本的な
木材構造の知識に基づいて精緻に同定を行い,そ の結果を適正にま とめ,地 質学的時間に沿った
植物相の変遷 と植生型の分化を明らかに してお り,自立 して研究活動を行 うに必要な高度の研究
能力 と学識 を有す ることを示 している。 したがって,ジ ョン ・ウンキ ョン提出の論文は,博 士
(生命科学)の 博士論文 として合格 と認める。
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